
平塚市学校給食センター　完成

子どもたちが楽しく学ぶ環境も整備
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　神奈川県平塚市が建設を進めていた平塚市学校給食センターが完成した。
中学校完全給食を開始するとともに、老朽化が著しく耐震性能が不足してい
る東部調理場および北部調理場の課題解決のため、高度な衛生管理のもと約
１万食（小学校校、中学校校分）の給食調理が可能な新たな学校給
食センターを整備した。事業はＰＦＩ方式で発注され、特別目的会社（ＳＰ
Ｃ）のひらつか学校給食サービスが整備運営を行う。設計・監理は楠山設計、
施工を東亜建設工業とエス・ケイ・ディで構成するＪＶが担当した。

　中学校完全給食の実施は、子育て支援の大きな力になると
の強い思いで、学校給食センターの整備を進めてまいりまし
た。長年にわたる地道な取り組みが実を結び、完成を迎える
ことができましたことを嬉しく思います。

　本施設の調理能力は、１日あたり約１万食です。食材
確保やリスク管理の観点から、小学校分３献立と中学校分２
献立の計５献立を提供します。調理エリアは、小学校分と中
学校分を壁などで隔てることにより、動線計画・空間構成を
分離した１棟２場方式となっており、各室高度な衛生管理を
徹底しています。
　また、建物２階にある食育推進エリアでは、煮炊き調理室
などを見渡せる見学窓を設けるなどの工夫で、子どもたちが
楽しく学ぶ環境も整えています。さらに、屋根全面に太陽光
発電設備を設置し、環境負荷低減を図るとともに、災害時に
は炊き出しなどの拠点として、防災機能も備えた施設としま
した。
　結びに、学校給食センターの整備および中学校完全給食の
実施に、ご支援とご協力をいただきました全ての皆さまに、
心から感謝を申し上げます。

トラックバース

小学校と中学校の調理エリアを分離
させた１棟２場方式の給食センター

　新学校給食センターは、学校給食衛生管理基準、大量調理
施設衛生管理マニュアル、ＨＡＣＣＰに準拠し、最新のドラ
イシステム厨房機器の導入により、安心・安全でおいしい学
校給食の提供ができる施設です。提供食数は小学校（校）
，食と中学校（校），食の合計１万，食です。
小学校と中学校の調理エリアをそれぞれ独立して計画し、１
棟２場方式の施設として整備することでリスクの分散を図っ
ています。

　各調理エリアは「汚染区域」と「非汚染区域」にわかれて
おり、他の区域へは食材だけがパススルー窓を通して移動し、
人の往き来ができない設えとなっています。また、それぞれ
の作業区域の床は色を変えるだけでなく、非汚染区域では加
熱の前後で床の色を変え、衛生管理を徹底しています。
　２階の見学・展示ホールは、食育・環境学習の一環として、
調理場の一部を直接見ることができる見学窓、体験用調理釜
・エアシャワーの設置、太陽光発電パネルの発電状況を見る
ことができるモニターを整備しています。また調理室を設け、
食育に寄与できる施設づくりを行っています。
　建物の外観は、「相模川」をイメージしたブルーとし、地
域に親しまれ周辺環境になじむ施設としました。
　株式会社楠山設計

　　　　　磯部力啓　菅原功　高嶋健伍

■工　事　名　称／（仮称）平塚市学校給食センター整備運営事業
■建　設　地／神奈川県平塚市
■発　注　者／平塚市
■事　業　者／株式会社ひらつか学校給食サービス
■設計・監理／株式会社楠山設計
■施　　　工／東亜・エス・ケイ・ディ特定建設工事共同企業体
■敷　地　面　積／，．㎡
■建　築　面　積／，．㎡
■延べ床面積／，．㎡
■構造・階数／Ｓ造地上２階建て
■調　理　能　力／最大，食／日（アレルギー対応食最大食／日）
■工　　　期／年１月５日～年６月日

　
平
塚
市
学
校
給
食
セ
ン
タ


の
建
設
に
当
た
り

平
塚
市
か

ら
﹁
安
心
・
安
全
﹂
の
ワ

ド

を
よ
く
耳
に
し
て
い
ま
し
た
の

で
施
工
で
も
安
全
・
安
心
を
心

掛
け
て
工
事
を
進
め
ま
し
た


　
建
設
地
は
相
模
川
の
河
川
敷

に
面
し

工
場
エ
リ
ア
で
は
あ

り
ま
す
が
静
か
な
場
所
で

前

面
道
路
は
日
中
も
比
較
的
交
通

量
が
少
な
い
場
所
で
し
た

し

か
し

今
注
目
の
ツ
イ
ン
シ
テ


大
神
地
区
が
近
く
に
あ
り


近
接
す
る
国
道
１
２
９
号
は
交

通
量
も
多
く

そ
こ
か
ら
の
搬

入
経
路
に
は
通
学
路
も
あ
る
こ

と
か
ら

第
三
者
災
害
防
止
の

た
め
搬
入
車
両
の
安
全
運
転
の

周
知
と

誘
導
員
を
多
く
配
置

し
て
安
全
対
策
に
取
り
組
み
ま

し
た


　
敷
地
は
１
万
６
１
３
７
平
方


と
広
大
な
も
の
で
比
較
的
余

裕
が
あ
り
ま
し
た

し
か
し


造
成
で
全
体
的
に
２
・
０

以

上
の
盛
土
を
す
る
た
め

土
台

づ
く
り
か
ら
ス
タ

ト
し

道

路
と
の
高
低
差
が
で
き
る
た

め

工
事
進
捗
に
合
わ
せ
た
ス

ロ

プ
の
計
画
を
行
い
ま
し

た

ま
た

土
砂
移
動
を
最
小

限
に
す
べ
く
搬
入
計
画
に
も
苦

労
し
ま
し
た


　
建
物
は
平
塚
市
の
小
学
校


校
・
中
学
校

校
を
対
象
と
す

る
１
万
５
０
０
０
食
／
日
の
規

模
で

通
常
規
模
の
給
食
セ
ン

タ

を
二
つ
つ
な
げ
た
も
の
で

す

と
に
か
く
建
設
資
材
の
物

量
が
多
く

通
常
規
模
の
２
倍

な
の
で

工
程
に
合
わ
せ
た
物

の
手
配

労
務
の
確
保
に
気
を

配
り
ま
し
た

労
務
の
確
保
は

作
業
員
の
高
齢
化
も
あ
り
苦
労

し
た
と
こ
ろ
で

実
際
の
作
業

で
も
高
齢
化
を
実
感
し
ま
し

た

物
の
手
配
に
関
し
て
は
半

導
体
不
足
や
工
場
生
産
の
減

少

運
送
業
の
運
転
手
不
足
等

が
あ
り

色
々
な
も
の
に
影
響

が
あ
り
苦
心
し
ま
し
た


　
機
械
設
備
・
電
気
設
備
が
と

て
も
重
要
で
し
た
の
で

関
係

各
社
と
打
合
せ
を
重
ね

ピ


ト
や
機
械
ス
ペ

ス
の
配
管
・

ダ
ク
ト
・
機
器
の
配
置

工
事

工
程
を
調
整
し

品
質
に
問
題

が
無
い
よ
う
に
進
め
ま
し
た


　
最
後
に
な
り
ま
す
が

平
塚

市
自
治
会

近
隣
の
方
々

協

力
会
社
の
ご
協
力
に
改
め
て
感

謝
い
た
し
ま
す

こ
の
建
物
で

安
心
・
安
全
な
給
食
が
作
ら
れ


お
届
け
さ
れ
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す


　
東
亜
建
設
工
業
・
エ
ス
・
ケ

イ
・
デ

Ｊ
Ｖ

所
長
　
村
田
俊
一
郎

煮炊き調理室

炊飯室

野菜下処理室


